
口J人 キ 新 聞 2016年 (平成28年)12月 21日 水曜日

ぎり町

球 磨 総
｀
局

あさぎり町免田東3156-2
電話  (0966)45。 1110
FAX  (0966)45・0399

本格米焼酎

白
高弯源詫株式会社晨翌)驚」【il寝鸞 .マ

=販
売取次所
=岩野 地区 大 り:1商 店B44-0126

古屋敷地区 米 本 商 店846-1010
湯前  』也区  栗須販売三店843-3223
岡原 地区 松尾販売店845-3468
上  地区 蔵座販売店847-0203
須恵 地区 平川販売担当80905489■ 751
深田 地区 恒松販売店845-2024
-武  lL区  ニューつねまつ838-1003
錦西 地区 松 田 酒 店838-0035
五木 地区 土屋販売店837-2756
球磨村地区 岩崎理髪店833-0021
相良村地区 徳 益 食 堂824-401¬
山江 地区 稲 留 酒 店823-4974

来ェ峰
師
私
日
韓
研
究
者
集
い
シ
ン
ポ
濃

戦
前
、
旧
須
恵
村
に
滞

在
し
日
本
の
農
村
の
社
会

構
造
を
調
べ
た
、
米
国
の

社
会
人
類
学
者
ジ
ョ
ン

・

Ｆ

・
エ
ン
プ
リ
ー
氏
の
来

日
８。
周
年
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
エ
ン
プ
リ

ー
と
須
恵
村
は
今
」
が
Ⅳ

日
、
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文

化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

昭
和
１０
年
か
ら
約
１
年

間
、
壬
フ
夫
人
と
共
に
旧

須
恵
村
で
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
調
査
し
た
エ

ン
プ
リ
ー
氏
。
同
１４
年
に

は
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

「日
本
の
村
―
須
恵
村
」

を
発
行
し
、全
世
界
に
「須

恵
村
」を
発
信
。し
か
し
、

戦
後
の
同
２５
年
、
娘
の
ク

レ
ア
さ
ん
と
共
に
交
通
事

故
に
遭
い
、
４２
歳
で
死
去

し
た
。

同
シ
ン
ポ
は
、
日
韓
の

研
究
者
ら
と
共
に
エ
ン
ブ

リ
ー
氏
の
人
物
像
や
足

跡
、
今
後
の
須
恵
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

お
う
と
、
エ
ン
プ
リ
ー
氏

の
調
査
研
究
を
進
め
て
い

る
琉
球
大
学
法
文
学
部
が

主
催
、
同
町
教
育
委
員
会

の
共
催
。

午
後
２
時
に
始
ま
り
、

町
内
外
か
ら
約
６。
人
が
参

加
。
韓
国
の
国
立
ソ
ウ
ル

大
学
の
全
京
秀
名
誉
教
授

が
「
須
恵
村
』
と
エ
ン
ブ

リ
ー

・
未
来
の
た
め
の

鏡
」
の
演
題
で
基
調
講

演
。
全
名
誉
教
授
は

「
エ

ン
プ
リ
ー
が
来
た
と
き
は

戦
争
直
前
で
、
米
国
と
日

本
の
間
に
緊
張
感
が
あ
っ

た
時
期
。
須
恵
村
が
都
会

か
ら
離
れ
た
山
の
奥
だ
か

ら
許
可
さ
れ
た
の
で
は
」

と
指
摘
。

エ
ン
プ
リ
ー
氏
が
須
恵

村
に
滞
在
中
、
農
村
の
暮

ら
し
ぶ
り
な
ど
を
撮
影
し

た
写
真
が
１
６
０
８
枚
残

っ
て
い
る
状
況
な
ど
も
紹

介
し
、

「写
真
は
１
９
３

０
年
代
の
日
本
の
農
村
の

生
活
そ
の
も
の
。
残
っ
た

写
真
で
聞
き
取
り
調
査
な

ど
を
行
い
、
詳
し
い
情
報

を
記
録
し
た
ら
宝
物
に
な

る
」
と
提
言
し
た
。

琉
球
大
学
法
文
学
部
の

武
井
弘

一
准
教
授
と
神
谷

智
昭
准
教
授
は
、
エ
ン
ブ

リ
ー
氏
が
居
た
時
代
や
足 日韓の研究者によるパネルディスカッション

跡
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に

発
表
。

「
エ
ン
プ
リ
ー
は

須
恵
村
に
溶
け
込
み
、
人

吉
球
磨
の
郷
土
史
家
ら
と

も
交
流
が
あ
っ
た
」
と
紹

介
し
た
。

旧
須
恵
村
と
エ
ン
プ
リ

ー
氏
を
研
究
し
て
い
る
元

新
聞
記
者
の
田
中

一
彦
氏

と
錦
町
の
郷
土
史
家
の
久

保
田
順
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
加
え
た
５
人
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
参
加
し
た
須
恵
地

区
の
女
性
か
ら

「
エ
ン
ブ

リ
ー
さ
ん
の
こ
と
は
何
げ

な
く
聞
い
て
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
に
き
ち
ん
と
伝

え
な
け
れ
ば
、
こ
こ
で
途

切
れ
て
し
ま
う
」
と
い
っ

た
声
も
。

神
谷
准
教
授
は
、
エ
ン

プ
リ
ー
氏
の
写
真
を
観
光

や
地
域
づ
く
り
の
資
源
と

し
て
の
活
用
を
提
案
瑶
わ

れ
わ
れ
も
協
力
す
る
の

で
、
写
真
を
介
し
た
聞
き

取
り
調
査
を
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と

一
緒
に
や
っ
て

ほ
し
い
。
地
域
の
人
を
つ

な
げ
て
い
く

一
つ
の
資
源

と
し
て
使
え
る
」
な
ど
と

述
べ
た
。


